
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月１日（月）から５日（金）は、三者 
面談週間として全学年において新型コ 
ロナウイルス感染症防止対策を行なっ 
て実施いたしました。４月の標準学力調 
査や前期の中間考査の結果、授業で 
の様子、係活動などの取り組みなど、 
学校生活の状況をお知らせし、ご家庭 
での生活につながるように情報の共有と今後の教育について
話し合いました。特に３年生は進路選択についての話が中心と
なり、夏休み明けからの取り組みについて話すことができたと思
います。短い時間ではありましたが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止の為に授業参観など保護者来校の機会が減っていま
すので、家庭での様子が交流できて担任にとってもとても意義
深い時間となりました。どの学年も成長の発達段階に応じた
様々な不安や困り事が出てくることがあるかと思います。心配さ
れる事がある場合は、いつでも担任にご相談ください。 

また、玄関にウェルカムボードを設置 
しました。これから来校された方々にご 
案内できるようにしています。案内表示 
と生徒たちの活動状況の写真をスライ 
ドショーとして表示していますので、ご来 
校の際には、ぜひご覧ください。 

夏休みのスタンドアローンが７月２１ 
日から８月１８日まで計７回、古賀市隣 
保館「ひだまり館」で行われました。 
古賀市の３中学校から希望制による参 
加でしたが、会場が校区内にあるとい 
うこともあって本校からは多くの人たち 
が参加しました。夏休みから参加した人 
たちも、夏休みの課題を終わらせるためにがんばって取り組みま
した。自宅では思うように学習が進まないことも、ひだまり館では
学習指導員の方の丁寧な指導で、調べ方や解決の仕方を支援
していただきながら進めることができ、集中力をもってやり遂げ
ていました。８月２日の第４回は、古賀市健康介護課いきいきセ
ンターゆいからお見えになった栄養士の先生と、古賀市食生活
改善推進員の皆様のご指導のもとで、一人でも食事ができるよ 

うにと〝おにぎらず〟と〝味噌玉〟作りを体験し 
ました。教科の学習だけでなく、工夫された 
いろんな体験活動を取り入れられています。 
中学生の皆さんがより良い生活を送れるよ 
うにと、ひだまり館の職員の方や学習指導員 
の方が応援してくれています。これまで参加 
したことがない人も、参加してみたいと思っ 
た時には、担任の先生に申し出て下さい。 

 この日の職員研修は５つの講座を設けまし

た。前回の研修に続き、⑦研究発表会に向け

て、当日の日程や先生方の役割などの準備に

ついて協議を行いました。⑧の救命講習では、

粕屋北部消防本部から３名の消防士の方に来

校いただいて救命講習を行いました。生命を守

るために胸骨圧迫の心臓マッサージと AED 操

作を学び、３つの緊急対応を想定したロールプ

レイングで練習を行いました。緊急な対応の際

に対応職員の役割分担を明確にして、漏れなく

動く為にアクションカードを活用しました。消防

士の方から適時対応についてのアドバイスを

いただき、実際にやってみてわかることを実感し

た研修でした。このような事態が起こらないこと

が一番ですが、命を守るために毎年実践を積

んでいきます。⑨不審者対応については、６月、

７月と古賀市の教育委員会に児童生徒を誘拐

するといった不審なメールが届いたり、古賀市

内で不審者が報告されたりする事案が発生し

ていました。このことから、私たち職員が「いざ

という時に何ができるか」ということを研究主

任の山田先生が提議して、備えておく事が重

要だと講話をして頂きました。⑩地震・火災避

難訓練の振り返りでは、保健主事の北野先生

が、５月２３日（月）に実施した第１回避難訓練

から残った課題を提議して再確認しました。先

生方で共有したことを第 2 回の避難訓練につ

げていきます。⑪O J T 研修では、２学年主任

の濱田先生による「学級経営」の講座を若手

の先生方を対象に設けました。『「和顔愛語」

笑顔と思いやりのある言葉で、「凡事徹底」当

たり前のことを妥協せずに、「適材適所」人に

はそれぞれ役割があることを心がけて、みんな

で育てていきましょう』と講話を頂きました。 

 リーパスプラザこがにおいて、２０２２古賀市青 
少年健全育成大会が開催されました。古賀市 
青少年育成「少年・少女の主張」作文で、令和 
３年度作文優秀賞作品より 4 名の中学生が発 
表しました。本校からは１年生の山中心寧さん 
が選ばれ、「性別は関係ない」と題した作文を 
多くの人たちの前で堂々と明瞭な言葉で発表 
しました。自らの経験を綴ったものですが、誰しもが自分では気
づかない心根にある差別意識が、受け取る側にとっては大きな 

傷になることを教えてくれるものでした。 
今日、さまざまな多様性が叫ばれる社 
会にあって、大人も気づかされ、心を合 
わせていくことの大切さを声にのせて 
発信してくれたと感じました。これからも 
気づきを大切して、発信してくれること 
に期待しています。 

学習については、早く感じるかもしれませんが来年の進学・進級を

意識して学習に取り組んでほしいと思っています。冬休みまでの間

に、3 年生は 10 月と 11 月に希望進路の決定に関わる学力分析テ

ストがあります。1・2年生は、後期につながる学習内容になります。学

習が思うように進まないなど、困ったことがあるときは先生方に相談

して、自分の夢に向かって粘り強く取り組んでいってください。 

夏休み前に東風魂四訓のアンケートで多くの人たちが意識して生

活していることがわかりました。これからの学校生活につなげ、文化

発表会などの行事を成功させるために、「意識」していることを「行

動」として表してください。 

部活動では、1・2年生の新チームに移行して新人戦や新たなコン

クールに向けて取り組んでいると思います。新人戦での目標を部員

全員で「共有」し、限られた時間の中で「やりきる」練習に努めてほ

しいと思います。そして、新型コロナウイル感染症予防対策と併せて、

熱中症にも気をつけてがんばっていきましょう。 

夏休み中に、大きな事故やケガなどの報告がなかったことに安心し
ています。皆さんが健康や安全に過ごすことに心がけてくれた証しだと
思います。また、保護者の方々の安全管理がいきとどいていたことと推
察いたします。３２日間の夏休みでは、「やりたいこと」「やるべきこと」
はできたでしょうか。まだ、できていないという人は、是非ともやり抜い
て、前期後半を充実した学校生活にしてください。 回覧用 


